
１．法人本部所在地

〒３８８－８００７ TEL　０２６－２９９－３７８７

長野県長野市篠ノ井布施高田１０３４－３ FAX　０２６－２９９－３８３９

２．役員組織

理事：6名　　　　　監事：2名　　　　　評議員：7名

令和元年度　事業報告

社会福祉法人ともいき会

生活メンバー共同作品

◇法人理念　「ともにいきる」

　理念を実現していけるよう、地域の中で「はたらく」ことを通して、その人なりの生活を営み、ともにい

きる社会を目指していくために、幼児期から成人期まで、ライフステージを通して切れ目のない支援

を提供していきます。

◇基本姿勢

　・人を大切にします

　　ひとりの「人」として向き合うこと。

　　相手の良さを知り、自分の良さを知ること。

　　相手から学び続けること。

　・誠実に向き合います。

　　人に対して誠実に向き合うこと。話を聴き一緒に考えること。

　　仕事に対して誠実に向き合うこと。報告連絡相談を徹底し、常に考え、実行、見直していくこと。

　　行動言動が常に法人の職員として見られていることを意識すること。

　　法令等を遵守すること。

　・「はたらく」姿を支えます。

　　先が見通せることで保護者に安心感を与えること。

　　できることに着目し、体験を通して、社会性を身に付けること。

　　はたらくことができることを実証し続けること。
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３．総　括

　 ４．経　営

純資産 47,405 81,637 128,844 161,294 195,618

※H30においては施設整備のための積立資産として2,000万円を支出。

※R１においては施設整備のための積立資産として1,000万円を支出。

121%

64%

194%

就労支援事業
活動収支差額 -728 -377 -776 -699 -54

施設整備・
財務活動 -6,374 -11,340 -9,308 -26,351

18,141当期収支差額 20,560 26,266 41,271 9,358

35,085

-16,944

98%

8%

人件費率 62% 60% 59% 63% 64%
福祉事業活動
資金収支差額 26,934 37,606 50,579 35,709

（うち人件費） 102,824 109,993 126,307 128,596 132,079 103%

101%

事業収入 165,369 183,920 215,016 202,733 205,186

事業支出 138,435 146,313 164,437 167,024 102%

　令和元年度は、東日本台風による職員、利用者の被災、新型コロナウイルス感染拡大と、自然を目

の前にして、人の無力さと人の底力を感じる1年でした。

　法人としては、長野市障害者及び障害児福祉計画に掲げられている3つの基本的視点、・ひとりひ

とりの尊重、・地域生活移行の推進、・地域で支えあう福祉の推進、また法人理念に基づいて、各部

会（権利擁護、リスクマネジメント、安全衛生、人材育成）が研修を計画実施してきました。

　人材（財）の確保と育成、利用者に対する権利擁護の取り組み、安定した法人経営、法人の社会的

責任といった視点を元に、理念実現に向けた取り組み、各センターが「はたらく」ということに焦点を当

てて、地域生活への移行、一般就労への移行促進を目指してきています。

　全事業において、事業計画に基づいて、サービス提供を行いました。新たな事業展開には至って

はいませんが、サービスの質といった点で、職員一人ひとりが考え、利用者が主役になるような活動

を実施しました。

 　先にご報告させていただきました11月に開催したウィズフェスタ2019については、盛大に行われ、

利用者、保護者、職員、地域の方々にも楽しんでいただくことができました。今後も社会福祉法人の

役割として、地域とのつながり、地域貢献への足がかりになっていけるよう、継続して実施していきま

す。

H27 H28 H29 H30 R1 （前年比）

社会福祉法人ともいき会　過去5年間決算推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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５．法人会議

６．苦情受付

７．虐待事案

評議員会 2
・5月 9日　理事監事選任
・6月24日　平成30年度事業報告及び決算報告、理事監事選任

　虐待事案はありませんでした。
　虐待防止に向けた取組としては、権利擁護部会を中心に、虐待に関する基本的事項、法人理
念、基本姿勢の浸透に向けて職員研修等を実施しました。

件数 0件

件数 0件

　苦情件数はありませんでした。
　苦情は法人に対する要望として捉えていく姿勢を持ち続け、サービスの質の向上に向けて誠実
に支援に取り組みました。

運営会議 月1回 ・各事業所運営経営状況確認、課題、対策に向けた取り組み検討

各部会議 月1回
・人材育成部会　　　　　　　・権利擁護部会
・安全衛生部会　　　　　　　・リスクマネジメント部会

理事会 2
・6月 6日　監事監査、理事会　平成30年度事業報告及び決算報告
・6月25日　理事長選任
・3月16日　令和2年度事業計画及び予算

　H30年度、国において大幅な報酬改定が実施され、当法人においてはマイナス改定となりました。

令和元年度決算において事業収入は、昨年比ほぼ横ばいとなりました。

　事業支出については、ほぼ予算通りに執行しました。人件費については、全体的なベースアップ及

び国の特定処遇改善加算を取得することで、特定の人材（経験年数、資格保持者）についての人件

費に充てることができました。3月に日本財団の福祉車両配備助成金を活用して福祉車両を導入しま

した。

　昨年度法人監査で指摘されました、就労支援事業活動収支差額（収益より工賃が多く出ている現

状）につきましては、改善されましたが若干のマイナスとなりました。引き続き利用者の力を最大限発

揮していただけるよう支援していくことで、工賃の向上につなげていきたいと考えています。

会議名 回数 主な協議内容
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○福祉サービスの質の向上に向けて、法人としての業務状況を常に掌握検証し、適正な
業務運営を進めます。
○権利擁護部会では、障害者の虐待防止の啓発及び研修を進め、障害者の人権の尊
重や権利擁護の具現化をすること、並びに利用者に安心と安全を提供するサービスの質
の向上を目指した活動を展開します。

　　令和元年度　　業務報告　　　　　　　　　　社会福祉法人ともいき会

権利擁護部会

宮澤俊樹、池田知恵、高橋淳

部会名

メンバー

業務目的

年
　
間
　
取
　
組

業
　
務
　
実
　
施
　
内
　
容

○6月職員研修
　実際に起こりうる可能性のある事例を基に、今後の支援について考えるグループワークを行っ
た。グループワークにおいては、同じ意見であっても必ず自分の言葉で伝えることを課題とし、全
員に意見を伝えていただくことを設定した。
　話し合いの中で、「させない」支援ではなく、「こうしたらいいのではないか」というプラスの視点で
の意見が多く挙げられていた。職員研修だからということではなく、普段の支援においても同じよう
に個々の利用者についてを話し合い、対策を立てているとの話もあり、権利擁護について、当たり
前のように支援の中にあるのだと感じた。

○部会員による外部研修への参加
　権利擁護推進基礎セミナー及び長野市障害ふくしネットけんり部会へ参加し、部会員の自己研
鑽に努めました。

○虐待防止に関わる自己啓発のためのセルフチェックリストの作成。
　虐待防止研修棟で用いられるいくつかのチェックリストを参照に、オリジナルのリストを作成。   全
体研修にて実施を目指して取り組んできたが、実施には至らず来年度の課題とする。実施にあた
る課題として、全体研修での実施の目的と意義、解答後のフォローアップ、投げっぱなしにならず
に次に繋がる展開等が主な課題となっている。

職員研修に向けて
研修内容検討

職員研修に向けて
資料作成

チェックリスト作成
項目の決定

職員研修に向けて
当日の流れまとめ・資料確認

取り組み

チェックリスト作成
部会員による実施・見直し

チェックリスト作成に向けて
資料の読み合わせ

まとめ

職員研修振り返り
次回の研修に向けて

チェックリストの実施に向けた検討

8月

9月

月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

月

4月

5月

6月

7月

取り組み
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月

部会名

メンバー

業務目的

月

〇障害福祉サービスの質の向上に向けて、法人内の業務状況を常に把握検証し、適切
な業務運営を進めます。
〇防災や感染症について、職員1人1人が知識を深め突然の場面でも適切な対応ができ
るように啓発・研修を行います。
〇法人設備を定期的にチェックし、利用者または保護者の方に安心して利用していただ
けることを目指していきます。

10月

11月

12月

1月

4月

5月

6月

7月

8月
法人全体研修｢事故対応について｣計画
避難訓練計画

次年度活動計画作成

法人設備安全チェック、報告書作成  感染症啓発

9月

2月

3月

　　令和元年度　　　　業務報告　　　　　　　社会福祉法人ともいき会

安全衛生部会

南沢芳子、久保田慶起、 野本美華、熊井朝香

感染症啓発(予防接種の推奨)
忘年会計画、実施

法人全体研修｢事故対応について｣内容検討 今年度の取り組みのまとめ

業
　
務
　
実
　
施
　
内
　
容

○防災訓練
・6月27日（木）ＰＭ：キャリサポ・ナカポツ
・6月28日（金）AM：生活・児童　PM：放課後
・7月５日（金）ＰＭ：就労
・11月５日（火）ＰＭ：キャリサポ、ナカポツ
・11月6日（水）ＡＭ：生活・児童　ＰＭ：放課後（ＡＭは消防署立会いの下、実施。）
・11月13日（水）ＡＭ：就労
＊就労以外は消防署立会いの下、訓練を実施。
＊実際の発生を想定し、指揮係の指示のみで避難訓練を実施した。(指揮係のみ事前に周知)

○法人設備の管理（安全チェック）
・7月・11月実施。

○防災について啓発活動
・10月法人全体研修にて
･「安全管理者用事故処理マニュアル」「自動車事故対応マニュアル」等の資料を用いて、事故を
起こしてしまった時の対処法の周知・演習。
･ＡＥＤの使用方法について

○感染症について
・12月インフルエンザ予防接種費用1,500円の補助を実施。
・各部署の汚物処理キットの在庫確認

○福利厚生
4月歓迎会　12月忘年会で実施

○情報の発信
・感染症についての罹患情報、注意喚起をメールで配信。

○外部研修への参加
・「台風１９号災害　その時、今、これから…　福祉専門職の使命・役割を考えるセミナー」参加。

○今後の検討事項
・災害時緊急連絡網の見直し。部会員の研修(救命救急等)への参加、周知

年
　
間
　
予
　
定

取り組み 取り組み
第一回安全衛生部会
年間計画の確認、職員歓迎会計画・実施

法人研修｢事故対応について｣実施、振り返り
避難訓練計画、実施

避難訓練計画
避難訓練振り返り
法人設備安全チェック、報告書作成

避難訓練実施、振り返り
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6月

8月

7月

取り組み

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
今年度の活動について、部会員によるリスク
マネジメントの学習

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
モニタリング、職員研修の内容検討

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
事故フローチャートの作成検討と市町村への
事故報告取扱いフローチャート作成

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
モニタリング、職員研修内容の最終確認

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
全体会振り返り・ヒヤリハットから見えるポイン
トへのチェックリスト作成

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
フローチャート内容検討とリスクマネジメント
への理解の見直し

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
次年度の計画について・各部署における
チェックリストの進捗状況の確認

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
フローチャート内容検討・作成

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
年間のふり返り・次年度に向けて

10月

11月

2月

　　令和元年度　　　　業務報告　　　　　　　　社会福祉法人ともいき会

部会名 リスクマネジメント部会

メンバー 髙倉瞳、宮﨑光、徳永加奈恵、佐藤悠司、小林大輔、桒野千紘

業務目的

○障害福祉サービスの質の向上に向けて、法人業務状況を常に把握検証し、適切な業務運営
を進めます。
○リスクマネジメントを通して、法人コンプライアンスの遵守等、職員への啓発と共に、利用者に安
心して利用していただくために、安全と的確なサービスの実施に努めることを目的とします。

業
　
務
　
実
　
施
　
内
　
容

年
　
間
　
取
　
組

取り組み

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
事故フローチャートの作成の目的検討

事故・ヒヤリハットの把握・分析・モニタリング
誤飲・異食のアセスメントとフローチャート作
成

○各部署におけるリスクアセスメントの実施と把握
　ヒヤリハットについては、時期や部署によって挙がってくる件数にばらつきはみられましたが、部
署で対策を検討し実行するという意識は浸透しつつあると感じます。
　事故報告書では、どの部署でも類似する内容について、法人全体の事柄として共有する意識も
出ており、モニタリングも含め、対策について継続した対応を行っていく事で、リスクに対するマネ
ジメントと意識の向上といった成果もみられています。

○定期部会における現状把握と情報共有
　定期部会で挙がってきた項目を検証することにより、一般的な視点や、俯瞰的な視点で部署に
還元することが出来てきました。又その中で、現状に対する課題を捉えたことにより、フローチャー
トの必要性や支援に対するチェックリスト作成、実施といった事柄に繋がりました。

○部会員によるリスクマネジメントの学習
　リスクマネジメントに関する目的や役割について、年度当初に部会員全員が“何のために行うの
か”といった事に目を向けながら資料を基に学習を行いました。
　外部研修について参加する機会はありませんでしたが、部会員の中でも必要性を感じており、具
体的検討を今後行っていきたいと思います。

○リスクアセスメントの啓発活動
　ヒヤリハットについては、継続した啓発を行う事で内容により、「これはヒヤリハットだよね」といった
自ら確認するような雰囲気も出てきています。
　5月には、市町村への事故報告連絡に対するフローチャートを作成を行いました。また、12月の
職員研修では、基本的事故対応フローチャートの作成をグループワークを通して行いました。身近
に起こる出来事への対応や、安全衛生部会での研修との連動制もあり、職員全体への対応方法
の周知や必要性の浸透を図る事ができました。また、そこから各部署に対応したフローチャートの
必要性への意識も生まれました。

○個人情報の取り扱いについて
　部員や部署内で必要性は実感していますが、具体的取り扱い方法等の検討には至りませんでし
た。次年度は、部会の進捗具合をみながら、部会内における学習から取り組んでいきたいと考えて
います。

9月

月 月

12月

1月

3月

4月

5月
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○事故報告

１．月別件数

4 4 2 1 4 2 1 2 1 3 1 6

２．部署別件数

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

1 1 1 1 0 1 0 0 0 1 0 2

0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2

1 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 3 1 0 1 0 1 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

３．分類別件数

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1

1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1

2 3 1 0 2 1 1 1 1 1 0 3

紛失3件、一人外出1件、情報管理1件、連絡調整2件、危険行為1件、車輌関係8件

４．主な内容、分析

上半期17件、下半期14件、年間件数31件

下半期件数内訳

発達児童　　1　その他1(危険行為、窓の柵に足を掛ける)

発達放課後　8　暴力3、転落1、その他4(車輛と停止車輛(物)の接触3、一人外出等)

キャリア　　5　転倒1、熱傷1、その他3(利用者SNSによる個人情報、紛失、送迎漏れ)

生活　　　　7　物損3、暴力1、その他3(車輛と停止車輛(物)の接触等3)

相談　　　　0

就労　　　　9　物損3、暴力2、その他4(紛失2、車輛と物の接触、会議連絡忘れ)

終業・生活　1　その他1(車輛、接触事故)

・年間件数31件の内、8件が車輛を運転時の事故と約4分の1を占めていました。個々の運転時の安全

意識、また部署、部会においても啓発を常に続けていきます。

・発生した事故に関しては一つ一つ事故報告書として作成することで、発生状況、要因暫定対策等を

確認し、リスクマネジメント部会にて定期的な見直し、恒久対策までの確認を行いました。

物　損 6

その他 16

その他内訳

異　食 0

薬 0

暴　力 6

転　落 1

熱　傷 1

誤　嚥 0

キャリサポ 5

生　活 7

転　倒 1

相　談 0

就　労 9

就・生 1

11月 12月月

放課後 8

1児　童

1月 2月 3月 合計

件数 31

6月 7月 8月 9月 10月4月 5月
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8月

9月

2月

3月

月

10月

11月

12月

1月

月

4月

5月

6月

7月

○障害福祉サービスの質の向上に向けて、法人としての業務状況を常に把握検証し、適
正な業務運営を進めます。
○法人職員の研修事業を中心とし、質の向上のために要求されるスキルを身につけると
共に利用者や法人に貢献できるようスタッフの育成を目指していきます。

　　令和元年度　　　　業務報告　　　　　　　　　　　　社会福祉法人ともいき会

人材部会

高久裕子、堀内沙希、丑山数基

部会名

メンバー

業務目的

第3回職員研修

第１回職員研修　職員OJT研修 第４回職員研修

業
　
務
　
実
　
施
　
内
　
容

【職員研修】

①7月5日(金）、②10月11日（金）、③12月6日（金）、④1月24日（金）

＊今年度は、部会主導の研修内容が更に充実しており、より身近に実践検証しやすく日々支援す

る中で、部署ごとに話し合われる機会が増えた。

・水曜日開催から金曜日開催にしたことで、出席しやすくなったという意見もある反面、勤務時間内

の開催を希望する声もある。

【新人職員OJTについて】　7月8日～25日　４名職員実施

・事前の打ち合わせを行うことで目的を持ってスムーズに参加する事ができた。

・前期と後期の２回に分けて実施を検討したが、中途採用の方の実施、未実施の把握が煩雑にな

りやすいこと、後期の受け入れの日程調整等が難しいため前期のみとした。

【派遣研修・法人内研修・新人研修】

・東京開催の就労支援フォーラムに部署に関係なく３名の職員が参加。

・法人内研修では、２月14日にJSN（大阪）の池田氏、屋敷氏をお招きし、支援や障害について研

修を実施。

・新人研修は、流動的に実施。（基本は前期・後期）

◯来年度に向けて

・参加しやすい職員研修になるよう各部署管理者に意見を伺い、日程調整を行う。（勤務時間内、

平日の夜、曜日等）

・法人全体の研修として外部講師を招いての研修を企画する。（勤務時間内や土曜日に行う）

・管理者又は中堅職員による県外視察等を企画する。

・外部研修に参加しやすいように必用に応じて掲示や案内の作成を行う。

・復命書の書式を見直す。

年
　
間
　
取
　
組

取り組み 取り組み

部会の目的、業務内容の確認
研修把握

第2回職員研修、新人研修

職員OJT研修計画 職員面談

職員OJT研修計画、調整　、職員面談

中間まとめ
職員面談、新人研修
次年度部会活動計画の作成

職員研修計画 職員全体会議
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研修の状況

○外部研修

○内部研修

職員面談　②

2月 1人 主任職場定着支援担当者経験交流会 3人 地域発達支援研修会

・外部研修は28研修50名（うち県外8研修（昨年比＋４））の職員を派遣しました。毎年、定番の研
修に加え、県外開催のフォーラムに中堅職員を派遣しました。また、今年度の特徴としては、各部
署より積極的な研修希望が見られました。研修報告は全て復命書を作成し、部署内で回覧や伝達
を実施しています。
・外部講師としてNPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）より池田浩之氏をお招き
し、①支援員向け研修『精神障害、発達障害のある方への支援について』、②管理者向け研修
『相手の話を聴く』と題し研修を開催しました。専門的な内容ですが、具体的かつ分かりやすい講
義であったと職員から感想が挙がりました。
・内部研修は１１研修実施しました。年４回計画している全体研修は水曜19時開催を金曜19時開
催に変更し、出来るだけ多くの職員が出席できるよう工夫した結果、職員の8割弱の出席率となりま
した。内容については各部会を中心に年々回を重ねる毎にテーマに深みが出ており、部会間で
身近なテーマを共有し内容を繋げていくことで、職員も日々の支援の中でより意識していくことが
できました。

6月 全職員 職員面談　①

（　計　50名　）

12月 全職員 全体研修『事故発生時フローチャート作成』

10月 全職員 全体研修『AED使用方法・事故対応』 ３人 新人研修　①

7月 全職員 全体研修『法人理念から権利擁護を考える』 ４人 法人内OJT研修

１１月 全職員

令和元年度サビ菅・児発管更新研修 1人 清掃作業従事者研修

12月 3人 就労支援フォーラムNIPPON2019

1月 1人 就業・生活支援センター全国フォーラム 1人 精神・発達しごとサポート養成講座

内　容

就業支援担当者研修（ナカポツ） 1人 訪問型・企業在籍型支援ｽｷﾙ向上研修

福岡塾2019(巡回訪問支援とは） 1人 障がい福祉ｻｰﾋﾞｽ従事者新人研修

1人 発達障がいのある方への支援の引き出しを増やそう

6人 適切な支援と放課後デイサービスの質の向上について

福岡塾2019実践を通して（講義） 1人 JC-NETｼﾞｮﾌﾞｺｰﾁ養成研修in東京

1人 福岡塾2019観察ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ実践研修 1人 JC-NETｼﾞｮﾌﾞｺｰﾁ養成研修in新潟

1人 行動援護従業者養成研修（強度） 3人

福岡塾2019プラス

2人

なぜ起こる？問題行動

支援技法活用ｾﾐﾅｰ(GATBについて） 7人 長野県就業生活支援ｾﾝﾀｰ連絡協議会研修会

精神保健福祉担当者基礎研修会 1人 福岡塾2019観察ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ実践研修

1人

1人

3人

1人

8月

5月

6月

7月

1人
9月

月 人数 内　容 人数

1月 全職員 全体研修『一年の振り返り』 ５人 新人研修　②

2月 全職員 外部講師全体研修『JSNによる勉強会』 全職員 職員面談　③

11月

1人 強度行動障害支援者養成研修

1人 就業リハビリテーション研修・実践発表会 1人 就業・生活支援センター南関東ブロック経験交流会議

10月

2人 第4回企業懇談会　すべての企業で障がい者雇用を 2人
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令和元年度　社会福祉法人ともいき会　ウィズ発達支援センター・児童発達支援　年度末事業報告

1

2

3

4

事業目的

事業内容

事業概要

職員体制

優先順位 事業目標 実績報告

1
一人一人の得意なこと、できる力、可
能性を伸ばしていきます。

○今年度より、年齢や発達、活動量により２グループ
に分かれた活動場所の選定や、時間の配慮を行い
ました。
○少人数での遊びやルールのある遊びのなかで、
順番や簡単なルール等を学びました。

○公共の場でのマナーや交通ルールを学んだり、
社会体験を積むことができるよう、季節に合わせた
活動や交流を計画・実施し「自分で出来た！」という
自信や成功体験を育みました。
○市民プール・流しそうめん・アート活動・お仕事体
験・豆まき等、放課後等デイサービスや生活支援セ
ンターの利用者との交流を図りました。
○ウィズ・フェスタの実施、南条地区のお祭りに出向
き、地域の方との交流を行いました。
　4月:お花見（小遠足） ５月：水遊び
  ６月：水遊び・避難訓練
  ７月：プール遊び・市民プール・流しそうめん
　８月：プール遊び・流しそうめん ９月：遠足
　１０月：ハロウィン（ボランティアさんによるマジック）
　１１月：りんご狩り・避難訓練
　12月：クリスマス会・食育活動（おにぎり作り）・大掃
除
  １月：初詣　2月：豆まき・南条地区のお祭り参加
　３月：ハイキング

○保護者のニーズに合わせて、日々の様子を観察
し、共有・考察をしながら支援を行いました。
○朝の会の個別課題での取り組みを評価し次回の
課題へと繋げました。
○朝の会や活動・遊びを展開するなかで、様々な経
験を積み重ねました。

○個別支援計画に基づいた支援を行い、月ごとの
様子を記録しモニタリングを行いました。また、ケー
ス検討を行うことで、スタッフ間の情報共有、支援の
内容・方法の見直し、再評価を行いました。

○保育園・幼稚園の定期的な訪問、リハビリ見学、
保護者参観・面談を行い、個々の発達に応じた療
育、苦手な課題にも取り組みました。

5 事業報告

○就学前児童の支援を行います。個別の活動、集団生活における体験を通じ、将来の社
会生活で大切なことを学び、実践できるような支援をおこなっていきます。そのために、一
人ひとりの得意なこと、できる力、可能性を伸ばしていきます。また、たくさんの経験を積
み、｢はたらく｣大人を目指して、人を大切に支援をしていく事を目的とします。

将来「はたらく」を目標に、活動内容
を充実していきます。

実施月

障害児通所支援 ○児童発達支援

児童発達　定員10人　開設時間平日9:00～18:00　サービス提供時間9:00～15:00

児童発達支援管理責任者１名、保育士2名、指導員４名

随時

6ヶ月毎

随時

通年

通年
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随時

随時

通年

○１か月の記録をもとにミーティングを行い、情報や
課題の共有、支援方法の検討を行いました。また、
モニタリングや個別支援計画の作成をスタッフ全員
が行い、支援技術の向上に努めました。

○ヒヤリハット・事故報告書の作成を行い、状況確認
と検討、月１回のチェックシートでの振り返りを行い、
再発防止を図りました。

○外部研修への参加をしました。
・幼保小園連絡会・地域発達支援会議・福岡塾・福
岡塾プラス・地域発達支援研修・学校説明会・自立
支援協議会（こども部会）

2
地域の方々に知っていただけるよう
発信をして行きます。

○地域の方々、利用者・利用者家族が楽しむことの
出来るイベント「ウィズ・フェスタ　2019」を企画・実
施。利用者・家族・地域の方々と交流することが出来
ました。

随時

随時

2
新規利用者に来て頂けるような活動
を展開します。

○児童発達支援事業のパンフレットを関係機関に
配布・補充し、当センターを知ってもらい、必要と思
われるご家庭への配布や設置をお願いしました。

○ホームページで自己評価表・保護者アンケートの
掲載を行いました。活動の様子などの進捗情報が掲
載できなかったため、来年度の課題とします。

随時

○新規利用に繋がるよう、保健センター・療育コー
ディネーター等、関係機関と情報交換をしました。

随時

随時

6月

１月

部署
(月２回)

随時

１２月

2 職員の支援技術の向上を目指します。

○活動先の配慮点や気付きを記録し、随時、検討
や見直しを行いました。

保護者、関係機関との連携を強化し
ます。

1

〈年間を通して〉
　　　：外出学習
　　　　（茶臼山動物園・外食・公共交通機関の利用
等）
　　　：買い物学習
　　　：ハーモニー桃の郷・けいあいフレンズ
　　　：アート活動

○保護者との面談や参観、送迎時や電話による連
絡を行い、情報共有しながら支援を行いました。

随時

○保育園・幼稚園訪問、支援会議、リハビリ見学を
行い、情報を共有したり支援の手立てとして役立て
ることが出来ました。

○特別支援学校の先生を招き、児童発達全保護者
を対象に就学説明会を行いました。

○年長児の保護者を対象に、放課後等デイサービ
スの説明会を行いました。

○支援会議や自立支援協議会(こども部会)、地域
発達支援会議に参加し、情報交換やチーム支援を
行いました。

○児童発達全保護者を対象に保護者会を開催し、
保護者同士の交流の輪を広げました。保護者の集
いの時期が重なってしまうため、来年度は４月～５月
に開催する予定です。
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（発達別紙）

○分　析

連携先

○分　析

・福祉（市委託相談員、療育コーディネーター、教育（各幼稚園・保育園、各特別支援学校、各学校、教育
センター）、医療（稲荷山医療福祉センター、竹重病院、長野日赤、長野中央病院、長野市民病院、各保
健センター）、行政（市町村健康福祉部、保健所、こども未来部、中央児童相談所）、その他（保護者等）

○療育コーディネーター・保健師からの紹介で利用に繋がるケースが主となっています。園と併用してい
る方には園訪問・関係者会議を行うことで連携を図り、就園を希望されている保護者の方には情報提供を
しています。また、医療機関でのリハビリを行っている方に関してはOT・STの様子を見学させていただき、
支援の参考にさせていただいています。

○関係機関と連携を図りながら、保護者の方の願いである幼稚園・保育園への移行を目指し、Ｒ元年度は
完全移行のお子さん2名を含む、5名の児童が保育園への移行をすることが出来ました。週1～5回の登園
と児童によって利用の頻度は様々ですが、児童の様子を観察しながら完全移行を目指していきます。

1

年度 62 8 35 5

Ｒ01

上半期 31 7 25 4

下半期 31 1 10

H30 年度 43 6 47 5

H29 年度 63 6 29 3

75.0%

○利用児童、３月現在２２名の登録。県外へ転居、保育園への完全移行が出来た児童が２名おり、３名
減。保育園・幼稚園の入園申し込みが始まる１０月あたりから見学・体験希望者が増加傾向にあり、今年度
は９名が利用に繋がりました。園行事・リハビリ・感染症等で欠席する児童も依然として多く、振り替えをし
て利用回数を補っていますが稼働率は減少傾向にあります。また、千曲市に児童発達支援事業所が複数
できたことで千曲市在住の利用児童が減少しており、今年度の新規利用者は２名となりました。療育コー
ディネーター・保健師等と連携し、長野市内を中心に新規利用者獲得のための宣伝活動がさらに必要と
なってくると思われます。

○昨年度に引き続き、保育園・幼稚園・保健センター・医療機関・行政等を訪問し、宣伝用のパンフレット
を配布したり、ホームページでの宣伝も始め、利用者確保に繋がっています。療育コーディネーター、相
談員と情報交換も、今後継続していく予定です。

2.　連　携

R01

上半期 21 3 5

6 6 939 78.0%

年度 22 5 4

支援会議 家庭訪問 関係先訪問
保育園・

幼稚園移行

下半期 24 5 4 6

9

6 7 3 863

18026 6

72.0%

7 11 7 2024 84.2%

10 8 2 2039 84.5%

H30 年度 27 3 6

年中児 年長児 新規利用者数 延利用者数 稼働率

H29 年度 27 2 7

年少児

1.　利用状況

児童発達支援

登録者数 未満児
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令和元年度　社会福祉法人ともいき会　ウィズ発達支援センター・放課後等デイサービス　年度末事業報告

6ヶ月毎

通年

・<大人>大人の方を対象に、毎週水曜に夕方の余
暇を楽しむ活動を実施しました。
マクドナルド、ゲームセンター、ボーリング、忘年会
等。

通年

9月

11月

通年

2 事業内容
障害児通所支援 ○放課後等デイサービス

3 事業概要

放課後等デイサービス　定員10人
 　　　　　開設時間平日8：30～18:00 サービス提供時間15:00～18:00（放課後時間に合わせて）
　　　　　 休日8：30～18:00　サービス提供時間9：00～15：00（休みに合わせて）
移動支援・タイムケア・自立サポート

地域生活支援事業 ○移動支援、タイムケア、自立サポート

4 職員体制
放課後等　児童発達支援管理責任者1人、指導員3人、（うち常勤は1人）
地域生活支援事業　指導員等10人（非常勤職員含）

1
利用者・家族の想いを聞かせていた
だき、一人ひとりのニーズに寄り添っ
た支援をしていきます。

5 事業報告

優先順位 事業目標 実績報告 実施月

○利用者・家族の想いを聞きながら、遊びや、個別
目標等の活動を通じて一人ひとりのニーズに合わせ
た支援を行いました。
・特にパニック時等の気持ちの整理や折り合いをつ
ける力についての相談が多く聞かれました。

○学校や家庭、他機関等からアセスメントを行い、
個別支援計画に基づいた支援を行う事で、支援内
容の統一を図りました。また、新たな可能性や目標、
継続の必要性から計画の見直しを行いました。

○ご本人の様子や日々の記録を基に、定期的なモ
ニタリングを実施し、家族の方に確認をしていただき
ました。
・日々の支援の気づきや成長をお伝えしました。

通年

○日常生活の中でのあいさつやお手伝い、整容等
基本的な動きが習慣としてできるように支援しまし
た。

通年

○人との関わりや、出来る力を伸ばせるように、曜日
や季節に合わせ、個別・集団活動を設定しました。
・特に地域のお祭りに参加を目指し、季節感や地域
の雰囲気を学ぶ活動を取り入れました。

通年

○季節に合わせた行事を計画し、その中で社会性
やルール、金銭のやりとり等を学べる機会となるよう
な活動を実施しました。
・<児童>5月サンマリン長野、6月いちご狩り、7月戸
隠からくり屋敷、8月バーベキュー、9月マルコメ味噌
美麻高原蔵(味噌作り体験)10月うみがたり、11ディズ
ニーランド、１２月クリスマス会、１月初詣（真田神
社）、２月ボーリング大会

○生活支援センターと連携し就労体験を実施しまし
た（アパート清掃、納品、内職）。

○ウィズフェスタ2019にて魚釣りコーナーの景品作り
を利用者中心に行いました。

1 事業目的

将来の「はたらく」大人を目指して、社会体験や、自立した生活を送れるための機会を提供し、自分
で選択、実現できる力を伸ばせるような活動を実施していきます。また、集団での生活や遊びの中
で、人と人との関わりを大切にしながら、自分の思いを整理して伝えたり、相手を思いやることができ
る力を育めるような支援をしていきます。

1
将来の「はたらく」大人を目指して、
活動内容を充実していきます。
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随時

○自立支援協議会(長野市子ども部会)・放課後等
事業所連絡会へ参加し課題の検討や情報交換を行
いました。

通年

○部署内でミーティングを行い、日々の支援や支援
会議、個別支援計画等から、支援方法や課題の共
有・考察・検討を行い、支援技術の向上に努めまし
た。

月２回

○関係者・支援会議に参加し、日々の課題や可能
性を共有しながら、統一した支援に向けて検討、連
携を行いました。

○児童発達、年長児の保護者を対象に、放課後等
デイサービスの説明会を実施しました。

随時

1月

○保護者や学校、他事業所と送迎時や電話にて、
利用時の場面や家庭等での様子の情報交換・共有
を行い、保護者や利用者の思いを確認しながら支
援を行いました。

随時

○ヒヤリハット・事故報告書等の作成を行い、状況確
認と検討、再発防止に向けて必要に応じてモニタリ
ングを実施しました。内容等はミーティング等で議題
にし、意識付けを行いました。

保護者、関係機関との連携を強化し
ます。

2
新規利用者に来ていただけるような
活動を展開します。

○相談支援専門員等と連絡を取りながら、空き状況
の発信や希望者の見学を随時行いました。
・主に土曜日について発信を行い、2名の新規利用
に繋がりました。

随時

○保護者への自己評価表のアンケートの配布、回
収を行い、事業者の自己評価も併せてホームペー
ジへ掲載しました。
・保護者からのご意見を基に部署内で検討後、お便
りに活動報告(防災訓練等)の掲載を行いました。

6月～2月

2 職員の支援技術の向上を目指します。

○法人内の部会・研修や外部研修への参加を行
い、支援技術や意識の向上を図りました。
・行動援護従事者養成研修・虐待防止及び権利擁
護研修・就労支援フォーラム

随時

1
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（放課後別紙）

※定員10名

○分　析

連携先

○分　析

1.　利用状況

41 22 8 11 6 2602 89.5%

大人登録者数

H29 年度 40 19 7 14 7 2812 96.1% 34

中学生 高校生 新規利用者数 延べ人数 稼働率

35H30 年度

登録者数 小学生

34

下半期 46 25 9 12 2 1258 83.3% 34

上半期 44 23 9 12 6 1386 91.1%

34

2.　月別利用者

4月 5月 6月 7月 8月 3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

25 9

R01

年度 46 12 8 2644 87.3%

開所日 26 27 25 27 22 25 26 26

延べ人数 227 234 233 257 204 181231 228 239 209 195 206

152 138

2624 24 25

159 165

70%

年度 51 18

H30

○利用については、児童発達での説明会、相談支援専門員や学校、保護者の方からの問い合わせにより、見学
や体験、実際の利用に繋がっています。今後も継続的に情報交換を行い、事業所の特徴や、空き情報等の発信を
行っていきます。
○各学校における支援会議は日常的なものになりつつあり、学校･家庭･事業所間での共通した支援方法の検討
がなされるようになってきました。また、相談支援の更新時期やモニタリングの際にも関係者会議が開かれ、本人の
様子や検討事項、事業所利用等について確認、共有をしています。また、学校で開催される会議は、就学時間後
の開催も多く、支援と重なってしまう為、出席が出来ない現状も課題となっています。
○3月には、新型コロナウィルスの影響により各種会議の中止が多くみられました。相談支援専門員に文章による
提出や、電話での情報共有がなされるケースが増加しています。
○各年齢で相談内容は様々ですが、関係機関で役割分担をしながら、安心して事業所利用、学校生活、家庭生
活が送れることを目標に支援に取り組んでいます。

地域中学校 中間教室 地域高等学校

大人利用者 174 180 176 178 150 166 155 172

87% 93% 95% 93% 82%92% 88%

4.　連　携

支援会議 関係先訪問

H29 年度 51 18

Ｒ01 年度 3 4

○4月より、計4名、年度途中より2名の計6名(1名利用終了)が新規利用を開始しています。平日に関しては、新年
度開始当初より定員の10名を超える利用がみられていました。土曜日に関しては、登録は10名を超えているもの
の、お休みや、他事業所利用等で6名程度の利用の日が見られています。年度途中からの2名の利用の方は土曜
の利用となっています。
○地域の小中学校からの利用希望も多く、地域校(中間教室含む)は、6校へ送迎を行っています。来年度、長野養
護学校利用者が卒業後は、利用希望を勘案しながら他の地域校への送迎も積極的に行っていきたいと考えていま
す。また、課題としては送迎校数の増加や各学年の下校時刻の違いによりお迎えが毎年変動し調整が難しくなるこ
とが想定されています。
○3月2日より新型コロナウィルスの影響により、学校が臨時休校となりました。平日に関しては、夕方の通常開所と
しました。稲荷山・長野養護学校については、必要な家庭については日中の受け入れを行った為、そのままの夕
方利用が可能となりましたが、地域校については、お休みとなる方も多くみられました。春季休暇については、朝か
らの通常開所を行いました。春休み前までのキャンセルにより、稼働率の減少がみられています。
○今年度、ウィズ放課後を卒業した方で、ウィズ生活介護から大人のサービスを利用した方は1名でした。今後も平
日夕方の利用は受け入れを行っていく予定ですが、今後の増加も予測され、サービス量、サービス形態等も課題と
なっています。

・福祉（市委託相談員、療育コーディネーター、児童相談
所、相談支援事業所、長野市ボランティアセンター、他サー
ビス事業所）、教育（各特別支援学校、各地域の小中学校、
中間教室）、医療（稲荷山医療福祉センター、竹重病院、長
野日赤、長野市民病院、栗田病院、篠ノ井橋病院、千曲荘
病院）、行政（市町村健康福祉部、こども未来部等）、その他
（保護者、親戚）

年度 48 12

上半期 23 11

下半期 28 7R01

1 1 0

H29 年度 3 3 1 0 0

H30 年度 3 4 1

稼働率 87%

1 0

3.　利用学校別

養護学校 地域小学校

92% 87% 81%
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〇これまで個別中心であった利用者にも、屋外活動
や集団ゲーム等参加しやすいプログラムを作り、一
緒に参加してもらえる機会を提供しました。

随時

1
(「働く」意欲の向上)
将来、「働くことがイメージできる」支
援を提供します。

〇毎週木曜日と月に1回土曜日に、高校生向けの
講座を開催し、「働くことに向けて」に特化した講座
を開催しました。

随時

〇集団ではなく、一人ひとりに実習希望をアンケート
を取り、短期トレーニングを活用し、企業での実習を
実施しました。

9月

〇新しい企業への見学を実施しました。見学先で、
どのような仕事をしているのか説明をしてもらうことに
より、小中学生でもイメージができる体験を提供しま
した。

夏休み
春休み

1

(生活スキルの向上)
利用者が自分らしく自信を持って生
活していくために、出来ることを増や
す支援をします。

〇利用前に、具体的にどのような力を付けていきた
いのか、本人及び保護者の方と面談をし、目標の設
定を行いました。

利用開始時

〇利用者全員の定期的なモニタリングを実施し、書
式で保護者への確認を行いました。

利用から
半年ごと

〇活動の中で、役割を持ってもらうことや一緒に同じ
目標を達成すること、喜びを分かち合うことで、楽しく
自分に自信が持てる活動を実施しました。

随時

2
新規利用者の確保及び、登録者1人
当たりの利用日数を増やしていける
よう活動を展開します。

〇年間の新規利用者数は13名でした。紹介先とし
て、長野市療育コーディネータ―や千曲市相談員、
須坂市相談員、学校、長野市相談支援専門員、保
護者からの紹介がありました。

随時

〇利用者からの意見を聞き、参加したくなるプログラ
ムを作成し、利用日数の増加に努めました。土曜日
の利用者数が増加傾向となりました。

随時

〇12月に保護者に向けて事業評価表を発送し、11
名の方よりご回答を頂きました。2月に法人HPにて
公表を実施しました。

2月

5 事業報告

優先順位 事業目標 実績報告

3 事業概要
定員10人
　　　　　　平日 開所時間 　　　　　　  10:00～19:00　 サービス提供時間　13:00～19:00
　　　　　　土曜・長期休暇 開所時間　9:00～18:00　　サービス提供時間　10:00～16:00

4 職員体制 児童発達支援管理責任者1人、指導員2人

1

(利用に当たり)
利用者一人ひとりの想いを傾聴し、
目標を明確にした利用ができるよう、
サービスを提供します。

年度末事業報告

障害児通所支援 ○放課後等デイサービス

令和 元 年度 社会福祉法人ともいき会 ウィズキャリアサポートセンター

1 事業目的
「大人になったらはたらこう」の理念のもと、将来自信をもって社会人になることを目指しま
す。そのために、学齢期の自信をもとに自己理解を深め、一人ひとりの自己実現に向けて
主体的に自己決定ができるよう、キャリア発達支援をしていきます

2 事業内容

実施月
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2
保護者・関係機関との連携を強化し
ます。

〇利用者全員に連絡ノートを配布し、本人自身によ
る活動の振り返りと、保護者との連絡を取ることを目
的とし、内容をお伝えするとともに、連携に努めまし
た。

随時

〇福祉の支援会議だけでなく、学校及び医療機関
を含めた会議にも参加をさせていただき、統一した
支援が行えるよう努めました。

随時

2
職員の支援技術及び資質の向上に
勤めます。

〇資質向上を目的とした、権利擁護・虐待防止に関
する研修に参加しました。

9月

〇支援会議・事業所連絡会への積極的な参加を
し、他事業所との意見交換及び連携を深めることに
努めました。

随時

〇講座の内容ごとに担当を決め、資料作成を行いま
した。当日、資料作成したスタッフが不在でも他のス
タッフが講座を実施できるよう連携に努めました。

毎日
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（キャリアサポートセンター別紙）

登録者内訳

※定員10人

60 24 85 18 74 30 72 48 25 107 94 26 108 26 99 27 117 43 94 36 90 44 8 115 926 544

○分　析

連携先

○分　析

18155

17

65

支援会議

32

33

〇年度末登録者数38名。新規登録者数13名。年度途中サービス利用中止4名。
　新規利用者の紹介経路として、療育コーディネータ―、病院、相談機関、学校、保護者からの紹介が主でした。
利用には繋がらなかった方も含めて、３２名の方に見学に来ていただきました。利用に繋がらなかった主な理由と
しては、送迎が必要な方で、希望曜日には現状として送迎が難しいことや、土曜日のみの希望であることが挙げら
れました。その他、不登校ケースでは、保護者のみの見学で、本人は家から出ることが難しいケースが多く、見学
のみで体験に繋がらないことが多くありました。体験まで実施できた方は17名で、そのうち13名が利用に繋がりまし
た。
　見学者の数として、6月から11月までが多い傾向にありました。学校生活に慣れ、夏休みで利用希望での見学が
増えていったと思われます。
　年度途中でのサービス利用停止は、1名が東信への引っ越し、2名が学校を自主退学、1名が普通学校にて問
題なく学校生活を送れているためにサービスの利用が停止となりました。
〇下半期にかけ、土曜日の稼働率が上がってきました。理由として、利用者からの意見を吸い上げ、活動に組み
込むことによって、参加を希望される方が増えていきました。主に、カラオケ、ボーリング等の外出活動が増えてき
ました。反面、保護者より、もっと講座をやってほしいとの意見も挙がりました。
〇平日の曜日別では、月火の利用者が少ない傾向にありました。反面、土曜日は行事によっては断ることも数回
ありました。他の事業所の兼ね合いもありますが、利用日を振り分けていくことも課題だと感じました。
〇3月の春休みは、コロナウィルスの影響で、自粛キャンセルが多くなり、来年度以降も課題となると思われます。

〇可能な限り普通学校での支援会議にも参加をし、連携を図れるよう務めました。以前より、学校と福祉での合同
での支援会議が増えてきました。
〇長野市の放課後等デイサービス事業所の事業所連絡会への参加をし、情報交換やディスカッションを通して、
関係性を深め、連携の強化に努めました。
〇3月は、会議も自粛となり、新規利用の会議2件、養護学校への移行支援会議1件の3件のみでした。
〇課題として、月に1、2回の方や年に数回しか利用がない方でも、モニタリング作成及び支援会議への出席をし
ているが、場合によっては前回会議から1度も利用がないまま作成及び会議への参加となることもありました。支援
の方向性の統一のために情報共有は必要だと思われますが、同時にもう少し利用していただけるようお伝えして
いければ良いと思いました。

54% 50% 64% 59% 58% 49%

※教育機関（各特別支援学校、各地域校）　※医療機関（竹重病院、東口メン
タルクリニック）　※福祉（市委託相談員、療育コーディネーター、各相談支援
事業所、各サービス事業所　※行政　※その他（職業センター、合同会社西友
高田店）

3.　連　携

R01

上半期

下半期

年度

290

延人数
平日・休日

稼働率 34% 43% 42% 46% 60% 51%

23 25 25 25 22 23

40 40 40 38

開所日 25 24 25 26 22 25

３月

登録者数 29 30 30 33 35 36 37 38

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

計 13 50.8%

2. 　月別利用者

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

平均稼働率

下半期 5 38 55.7%

計

1.　利用状況

放課後等デイ

新規登録者数 登録者数 小学生 中学生 高校生

R01

上半期 8 36 46.0% 5 14
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年度末事業報告令和 元 年度 社会福祉法人ともいき会 ウィズ生活支援センター

1 事業目的

利用者一人一人の「はたらく」「くらす」を実現していけるよう、日々の生活の中で自信を持
つ事が出来るよう支援をしていきます。「はたらく」それぞれの出来る力に合わせ作業に取
り組む時間を設けていきます。「くらす」創作活動・音楽活動・余暇活動・体力作り等、様々
な活動を実施していきます。また社会とのつながり等も大切に活動を行います。

2 事業内容 障害福祉サービス 生活介護事業

3 事業概要 生活介護　定員20名　 開設時間平日9:00～18:00　サービス提供時間9:00～16:00

4 職員体制 管理者 1名、サービス管理責任者 1名、支援員 5名、准看護師 1名、運転手 2名

5 事業報告

優先順位 事業目標 実績報告 実施月

1
生活介護利用者・家族の想いを聞か
せて頂き、支援をしていきます。

○利用者の1日の様子を日誌に記し、ご家族と密に
連絡を取りました。本人・保護者からの不安や悩み
が強く感じられた場合は相談支援専門員に連絡をと
り、必要に応じて支援会議や個別に面談を行う中で
利用者や家族の想いを聴かせて頂き支援を行いま
した。
○22名の利用者・保護者に対し年間 2回の面談と
支援会議 17件、障害支援区分調査 7件を行いまし
た。
利用者それぞれに担当を設けモニタリング会議を行
い、管理者が個別支援計画を作成しました。
○作業や支援内容に変更があった際は、ご家庭に
相談・報告の徹底を図りました。

随時

1 活動内容の充実を図ります。

○生活介護の「はたらくプログラム」に関しては、就
労グループ ・ 生活グループに分かれ、 活動場所は
3カ所で作業に取り組みました。
○外部の事業所から請け負っている内職作業は、
入荷量に波はあるものの、週 1回定期的に平均
2,500個の作業の仕入れ・納品をすることが出来まし
た。
○新たにアパートの共有部分の清掃作業（5ヵ所を
月に 1回づつ清掃）を行いました。廊下や階段など
の共有部分をホウキで掃いたり、手すりを拭いたり、
敷地内の草取りを行いました。最初の頃の利用者
は、スタッフが声を掛けないとホウキで同じ所をずっ
と掃いていましたが、徐々に声を掛けなくても自分で
掃く事が出来るようになりました。
○法人内の清掃作業や玩具の消毒作業、外部事業
所から、お清めの塩の袋詰め作業、利用者宅から金
魚すくいのポイ作成・カレンダーの封入作業の依頼
が来て納品を行いました。

随時
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○「くらす・あそぶプログラム」に関しては、スタッフ間
でプログラムを担当し、スケジュールを立てる事によ
り、スムーズな流れで活動が出来るようになりました。
・外出：上田城・象山神社・足湯 等
利用者が増えた事と、大勢の中での活動が苦手な
利用者がいる事から、4つのグループに分かれ、別
日に外出をする事で、安全や利用者の嗜好に配慮
して活動が行えました。3月の外出活動は、電車に
乗って長野駅に行く計画を立てましたが、新型コロ
ナウイルスの影響で外出活動を自粛し中止にしまし
た。
・外食：2ヶ月に1回（ファミリーレストラン）
・調理実習：2ヶ月に1回（ビーフシチュー・豚丼・けん
ちん汁）
・DVD鑑賞：月1～2回
・創作活動：月1～2回 カレンダー作り・絵画 等
・アート活動：毎月1回（講師を迎え）墨遊びや絵の
具、クレヨンを使い絵画
・公園でウォーキング活動：10月～11月　月1～2回
・音楽を聴きながらリラクゼーション：月1～2回
・ウィズでの体操：月2回
・図書館：月1回

10月～3月

2 職員の支援技術向上を目指します。

○ヒヤリハットや事故・苦情・気づきの中から、再発
防止に努めるようにしました。各プログラムに向けて
のシュミレーションを行う中で、スタッフ間の情報の
共有方法について見直しを行いました。
○ミーティングでは、個別支援計画の目標に基づい
た支援の見直しや確認、情報共有や事故に関する
事を中心に行いスタッフ間で統一した支援が出来る
ように努めました。
○外部の研修に参加し、センター内で報告会を行
いました（1回）。

随時

○「健康管理」に関しては、毎日の検温・月1回体重
測定・保健だより（熱中症・感染症予防）の制作を行
いました。
○利用者の身体状況の変化が見られた際は、保護
者に連絡を行いました。また、利用者の平均体温を
把握し、早退及び経過観察をする事で体調の悪化
を未然に防ぐようにしました。

随時

2
新規利用者に来て頂けるような活動
を展開します。

○養護学校・生徒の実習生を延べ2名受け入れまし
た。
○養護学校の進路指導主事に活動内容や空き状
況を説明し、利用や実習の受け入れを行いました。
○発達支援センター利用者に「はたらくプログラム」
の体験をしてもらえるような場を作りました。
○長野市障害福祉ネットへの参加をしました。

随時
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（生活別紙）

障害種別

支援区分

○分　析

1. 利用状況

期末利用者数 新規利用者数 身体 知的 精神 発達

H29 年度 22 4 18 0 0

0 0

R01

上半期 22 1 4 18 0 0

H30 年度 22 4 18

区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 平均区分

0

年度 22 1 4 18 0 0

下半期 22 4 18 0

4.8

H30 年度 1 9 8 4 4.7

H29 年度 1 7 9 5

R01

上半期 1 8 9 4

年度 1 8 9 4

平均１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

4.7

下半期 1 8 9 4 4.7

4.7

22 22

2. 月別利用者

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

22 22 22 22 22

開所日 21 21 21 23 19 22 2123 21 22 20

人数 23 23 22 22 22 22

351

定員 20 20 20 20 20 20

18 20

５月 ６月 ７月 ８月

20

延人数 350 361 358 386 302 332 382 345

20 20 20 20 20 20

362 335 321 374

84% 85% 84%

３．送迎利用者数

84% 83% 83% 82% 82% 84%稼働率 83% 86% 85% 84%

532 472 449 456 463 502

３月 平均
H30
延人
数

523 548 534 535 484 449 580

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月

602 561

○4月から養護学校を卒業された方 1名（今まで放課後利用）が利用開始となりました。5月に 1名が利用

終了となり年度末の時点で20名の定員に対し22名の登録となっています。

〇6月から月に1回、利用できる限度内で土曜日開所を始めました。土曜日開所は、平均 5.5人の利用者

が利用をしました。

○送迎を希望される方が多くなり、90％の方が送迎を利用しています。新たに送迎を希望される方や新規

に入られた方の送迎希望があり増加しました。

○活動面においては、利用者の増加に伴い利用者の人数に対し室内の手狭さがあるため、3グループに

分けて活動を行いました。センターから外出する際には、一度に全員外出するのではなく、日にちをずら

して活動を行い、4グループに分かれて外出をする事で、スタッフの混乱や利用者同士のトラブル減少に

心掛けると共により安全に楽しく過ごして頂けるようにしました。

533 595 547 580 517 503
R01
延人
数

577 583 578 624 487
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5

年度末事業報告令和 元 年度 社会福祉法人ともいき会 ウィズ就労支援センター

1 事業目的
障害のある方が、「働く」ことを通して、地域で暮らし社会に参加してくことができるように、ひとり
ひとりの願いに応じた就労支援を行っていきます。就職支援・就職後のフォローアップまで、
『自立したい』『はたらきたい』気持ちを、社会での役割を実感する中で、サポートしていきます。

2 事業内容
障害福祉サービス ○就労移行支援　〇自立訓練(生活訓練)　〇就労定着支援

助成金・補助金 ○職場適応援助者（ジョブコーチ支援･訪問型）

実施月

3 事業概要

定員：就労移行14名、自立訓練6名
開設時間：平日8:30-17:30　サービス提供時間9:00～16:00
施設外就労（老人福祉施設での清掃活動）を中心に、計画的に実施する座学を通して、一般
企業内において『はたらく』をイメージできるよう年間を通して積極的に一般就労の機会を提供
します。また、企業の方が障害福祉について理解を深められるよう伝えていくとともに、継続的
な職場定着を支援致します。

4 職員体制
○管理者1名　○サービス管理責任者1名　○就労支援員2名　○生活支援員（就労移行）1名
（自立訓練）４名　○職業支援員２名　〇定着支援員3名

事業報告

優先順位 事業目標 上半期実績報告

【就労移行、自立訓練】
〇施設外就労として、老人ホームでの清掃に加え、今年
度8月よりシーツ交換作業が追加契約となりました。それに
伴い、西友での訓練は6月末で終了しています。施設内
での作業ではなく、企業の中での訓練を行うことで、より働
くことのイメージを膨らませ、社会の一員としての自覚や働
く力を身に付けていくことができました。

通年

1
一般就労を目指します
（目標就職者10名以上）

【就労移行、自立訓練】
〇個別支援計画の内容について、２週間に1回振り返りを
行い、ご本人が主体的に計画を立てられるよう一緒に考
えました。振り返りを通して自分の強みや課題を知り、目
標に向かって訓練に取り組むことが出来ました。始めは少
ない出勤日数から始めていた方たちも、徐々に週5日来る
ことが出来るようになりました。

２/週

【就労移行】
〇年間計画を立て、計画的に見学・体験を実施しました。
4月以降の新規の方には「働くイメージ作り」として、2年目
の方は「モチベーションの向上」「就職に向けて」と利用者
の目的に合わせて見学を行いました。見学に21か所行
き、ご本人の希望により、8名の方が職場体験を行いまし
た。

通年

【就労移行】
〇就職者６名

【就労移行・自立訓練】
〇定期的な支援会議の実施
3か月毎のモニタリングに合わせて、ご本人・保護者・関係
機関と情報共有を図りました。事業所や家庭での様子、
就職に向けての課題等について確認が出来ました。

随時
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【就労移行、自立訓練】

〇単発の施設外就労として、ワックス・絨毯クリーニング作

業を行いました。（２施設にて実施）

特殊機械を使っての作業体験ができ、経験の幅が広がる

機会となりました。

７．８月

1
職員の就労支援技術の向上を目指
します

〇外部研修への参加を行いました。
〇内部研修への参加及び研修の報告会を実施しました。

随時

〇毎日夕方の申し送りと毎週水曜日にスタッフミーティン
グを実施しました。日々の様子や課題、スタッフの関わり
方などについて振り返りました。司会は全員が持ち回りで
行うことで、会議を進行し、皆の前で話をする機会としまし
た。一人一人が発言しやすい雰囲気を作り、意見を出し
合うことが出来ました。

毎週

1
新規利用者の確保に向けた活動を
展開します
（目標年間平均稼働率80％以上）

〇周知活動として、関係機関会議での広報活動や研修
会での活動報告、パンフレットの配布等を継続して行いま
した。また、将来的な新規利用に繋がるよう養護学校の実
習を20名受け入れました。他機関からの紹介により、6名
の見学、5名の体験の受け入れを行い、4名利用に繋がり
ました。年間稼働率は81％となりました。

通年

【自立訓練】
〇「就職までの道のり」を再確認しながら、自己理解を深
める取り組みを行いました。利用者自身がどうなりたいか
を考え、その希望をかなえるための目標を自分で決めて
活動することができました。新規利用者がいなかったた
め、2名での活動となりました。

通年

1

【就労移行、自立訓練】
〇土曜日開所として、社内学習会を開催しました。
・新規利用者オリエンテーション…「働くとは」
・生活面について…「スマホの使い方」「調理実習」
・働くイメージ作り…「在職者・企業の方の話」
・就職活動…「履歴書の書き方」「面接の受け方」他
　全28回

【就労移行・自立訓練】
一人ひとりのニーズに合わせた働く

場を場所を提供します

毎月

1

【就労移行・就労定着】
就職後も安心して働き続けることが
できるよう、丁寧なフォローアップを
します
（目標定着率80％以上）

〇就職後は、他機関と連携を図りながら、安心して働くこと
が出来るよう支援しました。ジョブコーチ支援終了後、ご本
人の希望に応じて、定着支援サービスによるフォローアッ
プを行い、月1回の定期訪問または面談等による支援をし
ました。定着支援利用者は12名、内2名の方が離職し、定
着率は83％となりました。

毎月
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（就労別紙）

障害種別

障害種別

○分　析

22%

【就労移行】
　今年度は、利用者16名でのスタートでしたが、新規利用者5名、体調不良等による退所者が3名、就職者6名とな
り、現在利用者は12名となっています。欠席が多かった方も体力や自信を付けていくことで少しずつ出勤日数が増
え、ほとんどの方が週5日出勤できるようになっています。そのため、利用者が就職により減少する中でも、稼働率
の平均は8割となりました。相談支援事業所やデイケアなどに広報活動を行い、6名の方が見学し、4名が利用に繋
がりました。就職者が出ることで下半期は利用者が減少するため、新規利用者の確保が課題となりました。次年度
は、関係機関への訪問と合わせて、月1回の見学会を開催し、積極的に周知活動を行います。
【自立訓練】
　自立訓練から就労移行にサービス変更される方がいたことや新規利用者がいなかったため、下半期は利用者が
1名となり、稼働率は2割程度に留まりました。ご本人の思いを聴き、出来ることに着目して少しずつ自信を付けるこ
とで、不安を抱えながらも毎日出勤できました。次年度は、自立に向けたプロセスがより分かりやすいパンフレットを
新たに作成し、デイケアや関係機関等に積極的に周知活動を行います。

平均

21.1

12.8

240.5

81%

平均

21.0

1.5

27.8

その他 1 1 1

教育機関 6 5 6

相談機関 5（1） 5 7

ハローワーク 1 0 1

医療機関 0 0 0

市町村 1 0 1

就業・生活支援センター 2（1） 4（1） 4（1）

17% 16% 17% 17%

３）利用経路　　（内　自立訓練）

上半期 下半期 年度

稼働率 27% 26% 23% 27% 29% 33% 17% 17%

20 23 19

1 1 1 1

延人数 36 34 28 37 33 2241 22 20 21 20 19

71% 79% 75% 70% 67%

22

登録者 2 2 2 2 2 2 1 1

21 22 20 21 21 19開所日 22 22

199 245

稼働率 106% 96% 90% 85%

10月 11月 12月 1月 2月 3月

75% 80%

2）自立訓練　月別利用人数（定員6名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月

82%

登録者 16 15 15 13 11 12

延人数 326 295 252 275 218 219 242

13 12 13 13 11 10

211 206 198

3月

開所日 22 22 20 23 19 22 22

8月 9月 10月 11月 12月 1月

20 21 21 19 22

  1) 就労移行　月別利用人数（定員14名

4月 5月 6月 7月

0

年度 2 0 22%

2月

R01

0

下半期 1 0 17% 0 1 0 0

上半期 2 0 28% 0 1 1 0

0

利用状況（自立訓練）

実利用者数 新規利用者数 稼働率 身体 知的 精神 発達 その他

0

下半期 15 4 74% 0 6 4 5 0R01

上半期 17 6 89% 0 6 4 7

年度 21 10 81% 0 7 5 8

2 11 0

H30 年度 21 11 79% 0 11 3 7 0

1.　利用状況（就労移行）

実利用者数 新規利用者数 稼働率 身体 知的 精神 発達 その他

H29 年度 25 14 73% 0 11
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実習先（職種）

○分　析

就職先（職種）

○分　析

　年間計画に沿って、見学・体験・実習を計画的に実施してきました。新規利用の方たちは、訓練や学習会を通し
て就職への意欲を高め、自分の希望する会社に見学に行けるよう準備してきました。年度末にかけてコロナウイル
スの影響もあり、計画通りに実施できない状況があり、次年度に向けて計画を見直しています。
今年度は、JCが1名ということもあり、見学や実習の機会が例年より少なくなりましたが、ご本人が選んだ求人に見
学・体験・実習を行えるよう丁寧に向き合うことが出来ました。また、就職後に課題が見つかるケースも多く、職場と
の情報共有を密に行うことと合わせて、ご本人・ご家族の思いを聴き、早期に対処していけるよう支援しました。就
職者6名は、現在も安定して働き続けることが出来ています。引き続き、自主性やご本人の思いを大切にした就職
活動や就労支援を行います。

 【就労移行】
 今年度の就職者は6名で、食品製造1名、小売業4名、医療機関1名となっています。企業によって、繰り返し見学・
相談を重ねるも実習の受け入れに繋がらなかったり、雇用に至るまでに2か月実習を行う方もあり、就職に至るまで
に期間を要するケースがありました。例年より就職者が少なくなりましたが、利用者主体で活動し、決めていくことを
大切に活動することが出来ました。働きたいかどうかわからないと話していた利用者も訓練を重ねる中で、周りの役
に立つ喜びを感じたり、就職する先輩たちの姿を見て、自分もこうなりたいと意欲を高め、就職にチャレンジすること
が出来ています。
 【定着支援】
  昨年度より開始した定着支援サービスは、12名の利用がありました。2年目より利用料が発生するため、契約を更
新しなかった方が1名、職場での人間関係の課題があり、離職される方が2名となり、3名の方が利用終了となってい
ます。安定して働いている方も少しずつ不安が蓄積されたり、些細なきっかけにより人間関係が崩れてしまう様子が
見られました。複数のスタッフで支援を行ったり、不安材料が大きくなる前に早めに相談できるよう定期訪問を行う
大切さを感じました。次年度も半年間のJC支援終了後、利用予定の方が3名います。引き続き、ご本人・ご家族・企
業や関係機関と連携し、安心を提供していきます。

14

12

19

27

23

R01

上半期 3 1年8ヶ月

下半期 3

4

6

11

12

1年3ヶ月

年度 6 1年5ヶ月

H29 年度 11 1年3ヶ月

7 21

H30 年度 8 1年2ヶ月

12

3.　就職状況

R01

上半期 5 15 9

下半期 4 11 8

年度

19 38 22

H30 年度 14 48 16

2.　実習状況

短期トレーニング 施設外支援 ジョブコーチ支援数

H29 年度 西友戸倉店（青果の加工、品出し）、クスリのアオキ南高
田店・若宮店（商品の品出し、清掃）、丸金（エノキの
ケース巻き）、新町病院(居室・トイレの清掃）、マクドナル
ド（調理補助）、セリア（商品整理、品出し）、スタジオ
COCO（クリーニング）

タカ商（レトルト食品の製造）、西友戸倉店
（青果の加工、品出し）、クスリのアオキ南高
田店・若宮店（商品の品出し、清掃）、新町
病院（清掃）、セリア青木島店（商品整理）

就職者数
就職までの

平均利用期間
就職に係る

平均実習日数

定着支援
サービス
利用者数
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5

○利用状況

○分　析

2（専従2）

　
　登録者数については、サービスの新規利用時に増加し、サービスの終了時（主には進学や就職）に減少す
るといった状況にありますが、ほぼ横ばいとなりました。
　H31.１～専従の相談支援専門員が増員となり、定期的なモニタリングの実施に努めることで、件数は増加し
ました。長野市障害ふくしネット相談支援事業所連絡会に執行部として参画することで、行政他関係機関との
連携も密接にとり、いち早く情報を収集し、その後のスムーズな連携にも役立てることができました。
　東日本台風、コロナウイルス流行と予測のつかない事態が続いていますが、相談支援専門員として、できる
ことを模索しながら相談支援に取り組みました。
　引き続き、相談支援事業所としての質的向上を目指し、アンテナを高く、研鑽に励みます。

21 2(専従1、1月から専従1）

R01 年度 65 89 55 59 68 62

49 55 23 2(専従1、兼務1）

H30 年度 57 92 14 58 61

H29 年度 61 80 11

1 関係機関との連携を強化します。

○基本相談、サービス利用を行っていく上で、必要
に応じて家庭、行政、教育、福祉、その他機関との
連携を行ってきました。

随時

○長野市障害ふくしネット相談支援事業所連絡会
に執行部として参画しました。

障害児相談支援（子ども） 特定相談支援（大人）
相談支援専門員数

登録者数 利用計画 モニタリング 登録者数 利用計画 モニタリング

1 基本相談支援を行います。
○基本相談はウィズの各センターを利用する方を中
心に継続した支援を行いました。相談支援機関とし
て客観的な視点をもてるようにしてきました。

随時

1 質の高い事業者を目指します。

○サービス受給者証の更新月に基本相談→サービ
ス利用計画の作成を行ってきました。

随時
○モニタリングについては、法人内各事業所と連携
しながら効率的に実施できるよう努めました。

○各種研修に参加しました。（誰でも研修会、虐待
防止権利擁護研修）

実施月

3 事業概要 開設時間平日9:00～18:00

4 職員体制 相談支援専門員2人（専従2人）

事業報告

優先順位 事業目標 実績報告

1 事業目的

○相手から話を聴き、必要に応じて基幹相談支援センターや関係機関と連携していくこと
で、本人の目的達成、課題解決にむけてサービス等利用計画、障害児支援利用計画を作
成し、取り組むことを目的とします。また相談を通して見えてくる地域の課題を抽出し、解決
に向けて取り組んでいきます。

2 事業内容 相談支援事業 ○指定特定相談支援事業、障害児相談支援事業

年度末事業報告令和 元 年度 社会福祉法人ともいき会 ウィズ相談支援センター
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令和元年度  社会福祉法人ともいき会 長野圏域障害者就業・生活支援センター

3

5

優先順位

年度末事業報告

1 事業目的

地域での生活や日中の活動ができるように、ひとりひとりの願いに応じて生活面や就職活
動から職場実習、就職後のフォローアップまで就労の場の確保と安定した職業生活が実
現できるよう支援します。また、関係機関や諸団体等の連携を図りながら各種社会資源を
最大限に活用し、地域に根ざした就業・生活支援に関する総合的な役割を果たすととも
に、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし・働き続けられるよう一役を担っていきます。

2 事業内容
雇用安定事業・生活支援事業

長野県短期トレーニング事業・長野県OJT推進員派遣事業

事業概要 開所時間：9:00～17:30、月～金

4 職員体制

所長兼主任就業支援ワーカー　１名　　　就業支援ワーカー　３名

主任職場定着支援ワーカー　　 １名　    就業支援ワーカー（定着支援担当）　１名

生活支援ワーカー　　　　　　　　 １名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計７名

事業報告

事業目標 年度末実績報告 実施月

1

就職や生活面での不安や悩みを聞
き、一緒に考えます。

登録者数634名（新規151名）
相談支援件数延べ：5617件
・新規相談件数は140件でした。就業面の相談の裏
に、生活面や体調面の不安がある方からの相談も多
くありました。ご本人の想いを聴きながら、より良い自
己決定ができるように支援をしました。就労準備性が
まだ整っていない方の相談では、必要に応じて他機
関と連携をしながら福祉サービスに繋げるなどの支
援をしました。
・年度途中での職員の入れ替えもありましたが、利
用者や企業が不安にならないように他機関と連携を
しながら丁寧な引継ぎを心がけました。必要に応じ
て行政とも情報を共有しながら支援を進めました。
・初回～就職活動～職場実習～定着支援と、状況
に応じてセンター内で役割分担をしているため、情
報共有を密にするよう心がけました。

通年

新規登録者数：151名
　　　　　　合計：（634名）

1

○実習件数：113件
○就職件数：74件（うち21件　短期トレーニング活
用）
・11事業所で初の職場実習を受け入れていただきま
した。年度当初から制度の利用ルールを改めたリー
フレットを用いて実習制度の説明をすることによっ
て、はじめて実習を行う企業の不安を取り除くことが
できたり、関係機関にも統一した利用をしていただく
ことができました。
・実習件数のうち半数程度は支援機関が入っている
ケースでしたが、年度を通してみると実習件数が少
ない傾向にありました。
・既存の企業で実数を受け入れていただくことも多く
あり、実習担当以外の職員も支援に入ることで手厚
い実習支援ができるようにし、実習生が安心して取り
組めるように努めました。

通年

職場開拓を実施します。

職場実習を行います。

職場実習斡旋数：113件
就職件数：74件
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1

職場定着支援の充実を図ります。

定着率：88％

○定着職場訪問件数：919件
　うち精神障害者に対する職場訪問の割合：43.5%
・定期的な定着訪問を心がけ、訪問時にご本人や
職場の方から直接不安なこと等を伺い、必要に応じ
て面談等をすることにより安定した勤務ができるよう
支援をしました。
・職員が職場に訪問することにより、職場担当者も安
心される点も多く見受けられる傾向が強いため、訪
問先周辺の定着支援も心がけました。
・チャレンジ雇用で採用された方には、県の活躍サ
ポーターと役割分担をしながら、主に転職活動の支
援として関わりました。
○主任職場定着支援件数：24人（実人数）
・すでに在職をしている方について企業から相談に
繋がるケースがありました。ご本人の想いを聴きなが
ら、企業との連携をとって拗らせないように配慮をし
ながら支援をしました。早めの支援をすることで不安
の芽を取り除くように支援をすることを心がけました。

通年

1
圏域内のネットワークの構築を目指
します。

○生活面や他機関との連携
・相談内容に応じて他機関への介入依頼をしまし
た。特に市委託相談員等には相互に相談をしなが
ら支援を行いました。
・自立支援協議会や各研修等への参加を通じて、
他機関と顔の見える関係の構築を図りました。中小
企業の担当者支援として長野市のしごと部会と共催
で企業懇談会を開催しました。企業と福祉の関係者
同士が情報交換をする場を作ることができました。
・学卒の移行支援会議では各学校の教員と連携を
図り、情報共有をしました。

随時

1
就職希望者や在職者への講座や交
流会を行います。

○在職者交流会
・5月、7月、11月、1月の年4回実施しました。3回目
は就職3年目までの方を対象に交通安全について
講師を呼んでお話ししていただきました。4回目は就
職4年目以上の方を対象に健康についてクイズやグ
ループトークを行いました。3・4回目はピアサポート
事業として求職者にも参加していただき、お互いに
よい刺激になっていました。
○就職ミニ講座
・求職者に対して就職面接会に向けて応募書類や
面接についての講座と、自分の障害特性を伝えられ
るように整理する講座を4回シリーズで開催しまし
た。年々多くの方に参加してもらえています。

随時

2
職員の就労・生活支援技術の向上を
目指します。

・毎日17時～、毎週水曜日にミーティングを行い、担
当しているケースの進捗状況や課題について報告
し情報共有をしました。互いに意見を出し合い、ご
本人にとってより良い支援を模索しています。日々
の意見交換を通じて、職員1人ひとりの支援力の向
上を図りました。
・他機関主催の研修に参加して、支援における知識
向上に努めました。
・8月、9月にセンターの業務について、福祉サービ
スについての内容で2回センター内研修を行いまし
た。定期的に研修を開き職員の技術向上に繋げて
いきます。

随時
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（長野圏域障害者就業・生活支援センター　別紙）

障害種別・就業別

2）新規登録者利用経路

※同一圏域内

須坂市、千曲市、信濃町、飯綱町、小布施町、

高山村、小川村、坂城町

○分　析

6 397H30 年度 616 136 在職中 31

1.　利用状況

期末利用者数 新規利用者数 身体 知的
精神 その他 合計

H29 年度 634 130 重度 重度

2 0 30 0 2

19 223 81 137

0

14

0 46 12 137 8

634

　1）出身地域別 3）　相談・支援（システム上）

203

R01

上半期 560 77 求職中 12

下半期 634 74 その他 34

年度 634 93 276

同一圏域内 110 2 112 職業センター

下半期 年度計

151 合計 45 19 299

件数

長野市 447 72 519 ハローワーク 10

1 0 1 H30 年度 7,170

4 14 H29

～上半期 下半期 合計 上半期

就労移行 16 14

その他 3 0 3 特別支援学校 5

年度 5,617

28 33

R01

上半期 2,903

年度 11,191

下半期 2,714

行政 7 2 9

直接利用 6 5 11

30

福祉施設 9 10 19

11 34

合計 77 74 151

その他 23

　4) 月別利用人数（実人数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

172 200 163 197 2293

・新規相談について
　昨年度下半期に就労移行より職場実習の相談が多くあったことの反動で、今年度は就労移行からの新規の相談数は減
少しました。圏域内３ケ所のハローワークの担当者交代により昨年度よりも職場実習の相談は減り、就職活動の支援を目
的とする相談が多くありました。市町村委託の相談員や相談支援専門員などの福祉関係者からは、体調や生活面が整っ
ておらず就職活動の前段階から支援が必要だが、ご本人が一般就労を希望しているという相談が多くありました。今年度
の新規相談は140件でした。就職希望の相談の背景に生活面の悩みを抱えている、就労準備性が整っていない方の相
談、職場実習に向けた相談など多岐にわたりました。ここ数年、就職の支援＝当センターということで認知されてきていま
すが、１つ1つのケースが就職までの課題が多く、スピード感をもって支援ができないという課題が挙げられています。
・登録者について
　昨年度末に登録者の整理を行い、長期間にわたり相談がない方や他機関に繋がっている方を133名抹消し、今年度は
483名から開始しました。過去2年の新規登録者の平均は133名で、今年度は151名の方が新規に登録をしました。
・生活面について
　福祉サービス利用に繋がった相談は12件（就労移行3件、就労継続B型12件）です。生活支援ワーカーによる相談につ
いては、「就労（34.39%）」、「不安解消・情緒安定（13.45%）」、「家族関係・人間関係（9.61%）」の相談が多い状況にありまし
た。生活面の課題を持ちながらも就労についての相談が増えているため、福祉事業所の見学など関係機関と役割分担を
して連携を図りながら支援をしました。
・相談・支援について
　3）について…職員の入れ替わりがあったこと、相談支援件数の計上方法が変更になったこともあり、昨年度よりも減少を
しています（昨年比：-1500件程度）。4）では、月別相談者の実人数を記載しました。毎月200名前後の相談者がいまし
た。

３月 年度計

230 202 183 207 184 172 194 189

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月
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○分　析

主任職場定着支援ワーカーの相談状況（支援件数）

○分　析

2.　実習状況

実習 職業準備訓練 実習からの就職率

H29 年度 134 8 41%

下半期 64 3 17%

年度 113 5 19%

H30 年度 164 2 43%

R01

上半期 49 2 27%

過去2年間の平均実習数は149件で、今年度は113件でした。昨年度の実習件数が多かったこともあり、今年度は実習の
実習件数は大幅に減少しました（昨年比：-50件程度）。センターのみで支援をしている方の実人数は35名で就労移行・B
型が関わっている方の実人数は27名と関係機関からの実習依頼が減少していることも要因として考えられます。過去２年
間の実人数に対しての就職率は42%で、今年度は19%と割合は低下しました。1人が同じ企業で複数回実習を行っている
こと、体験を目的とした実習の利用が多かったことが関係していると考えられます。今年度は新たに11ヶ所の企業で職場
実習の受け入れに応じて頂きました。

3.　就職状況

就職者数 定着職場訪問 身体 知的
精神 その他 合計

H29 年度 70 772 重度 重度

0 23 3 31 3 58H30 年度 77 1,004 業務内容 1

0 29 4 32 2 65

R01

上半期 53 512 対人関係 2

下半期 21 407 生活面 48

年度 74 919 その他 0 0 6 0 0

0 0 23 9 25 0

・就職について
　過去2年間の平均就職件数73件に対して、今年度は74件でした。所属機関がなく、当センターのみに相談している求職
者の就職件数は、昨年同様55名でした。短期トレーニングを含む職場実習から23名が就職につながりました。今年度は
県のチャレンジ雇用も含めた官公庁への就職者が15名と例年よりも多くなりました。センターとしてはチャレンジ雇用中の
転職活動の支援を主に担当しており、職場定着を担当する県の活躍サポーターやハローワークと連携して支援をしまし
た。
・職場定着訪問について
　過去２年間の平均職場定着訪問件数は、888件で、今年度は919件でした。10月の台風19号や年度末の新型コロナウイ
ルスの影響で在職者や企業が不安にならないように、職場訪問のみでなく電話連絡など必要に応じた定着支援を心がけ
ました。厚労省は精神障害者の定着支援訪問目標率を全体の30%としていますが、今年度は43.5%(400件)でした。年々精
神障害者の相談が増えており、職場定着訪問の重要性が示唆されます。電話相談や面談のニーズも高く、訪問のみでな
く柔軟に対応をするよう心がけました。
・定着支援事業との連携について
　定着支援事業からの引継ぎは4件ありました。事前に登録面談してから就労移行支援事業所と企業へ訪問をすることで
スムーズに引継ぎができるように心がけました。事業開始初年度だったので今年度の引継ぎはあまり多くありませんでした
が、今後件数が増えることが予想されるため、スムーズに引継ぎができるように事業所と連携をしていく予定です。
【主任職場定着支援担当について】
　支援件数の計上方法と担当者が変更になったため支援件数は増加しています。
　困難事例の支援対象の実人数は34名でうち離職は17名でした。大型連休後の生活の乱れや意欲の低下については早
期に関係機関と連携を図りながら、企業での配置換えや勤務時間の見直しをしていただく等の対応をしました。支援対象
者の半数が離職に至りましたが、利用者・企業の双方が納得のいく形で離職ができるよう支援をしました。また、すでに在
職をしている方について企業から相談を受けるケースもありました(17件)。センターの役割が周知されていくにつれて今後
も企業からの相談が増えていくことが予想されるため、より役割の重要性が増すことが考えられます。

0 6

合計 3 0 81 16 88 5 177
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